
居
心
地
の
い
い
日
常
を
離
れ
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
流
れ
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
新
し
い
扉
を
ガ
ン
ガ
ン
ノ
ッ
ク
し
て
み
た
い
。

さ
ぁ
、
今
回
は
、
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
？

そ
の
好
奇
心
だ
け
が
、
俺
を
突
き
動
か
し
て
い
く
。

さ
ぁ
、
旅
が
始
ま
っ
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
、
計
画
は
何
も
な
い
。

俺
が
旅
に
求
め
る
こ
と
は
、
た
だ
ひ
と
つ
。

た
だ
、
自
分
を
ぶ
っ
壊
し
て
み
た
い
だ
け
だ
。
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地
の
果
て
か
ら
、
近
所
の
温
泉
ま
で
。

大
都
会
で
の
パ
レ
ー
ド
か
ら
、
大
自
然
で
の
キ
ャ
ン
プ
ま
で
。

楽
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秘
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景
、
神
秘
、
刺
激
、
至
福
、
冒
険
、
驚
異
、
ロ
マ
ン 

…

癒
し
も
、
痛
み
も
、
無
人
島
も
、
砂
漠
も
、
平
和
も
、
出
家
も
、
エ
ロ
も
、
ナ
ウ
シ
カ
も 

…

難
し
い
こ
と
は
何
も
な
い
。

た
だ
、
自
分
の
心
に
搭
載
し
た
、
わ
く
わ
く
セ
ン
サ
ー
に
従
っ
て
、
世
界
へ
飛
び
出
そ
う
。

旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
出
逢
い
は
広
が
り
、
視
野
は
広
が
っ
て
い
く
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
。

好
き
な
こ
と
や
ん
な
い
で
、
何
や
ん
だ
よ
。

旅
を
続
け
よ
う
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？
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、
だ
ん
だ
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と
、
土
地
の
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た
い
な
も
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く
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と
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、
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そ
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も
の
の
す
べ
て
が
薄
ら
い
で
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て
、
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だ
、
ひ
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り
の
「
オ
レ
」
に
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
自
分
と
い
う
生
物
が
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
き
た
な
、
と
感
じ
た
頃
か
ら
。

も
う
一
度
、
オ
レ
の
真
ん
中
に
あ
る
核
だ
け
が
、
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

オ
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は
、
旅
と
い
う
も
の
に
、
そ
ん
な
に
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。
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が
人
生
を
変
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と
か
、
旅
で
な
に
か
を
見
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と
か
、
大
げ
さ
に
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
こ
の
、
漂
う
よ
う
な
感
覚
が
好
き
な
ん
だ
な
、
き
っ
と
。

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
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る
も
の
、
働
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べ
か
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。

地
球
は
僕
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の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

高橋歩 　
TAKAHASHI Ayumu
作家、カフェバー経営、出版社経営、
世界一周、自給自足ビレッジ主宰な
ど、世界中、様々な分野で活動する自
由人。著作の累計部数は200万部を
超え、英語圏諸国、韓国、台湾など、海
外でも広く出版されている。

高
橋 

歩  Takah
ash
i A
yu
m
u

作
家
、カ
フ
ェ
バ
ー
経
営
、出
版
社
経
営
、

世
界
一
周
、自
給
自
足
ビ
レ
ッ
ジ
主
宰
な

ど
、世
界
中
、様
々
な
分
野
で
活
動
す
る

自
由
人
。著
作
の
累
計
部
数
は
2
0
0
万

部
を
超
え
、英
語
圏
諸
国
、韓
国
、台
湾
な

ど
、海
外
で
も
広
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。



居
心
地
の
い
い
日
常
を
離
れ
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
流
れ
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
新
し
い
扉
を
ガ
ン
ガ
ン
ノ
ッ
ク
し
て
み
た
い
。

さ
ぁ
、
今
回
は
、
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
？

そ
の
好
奇
心
だ
け
が
、
俺
を
突
き
動
か
し
て
い
く
。

さ
ぁ
、
旅
が
始
ま
っ
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
、
計
画
は
何
も
な
い
。

俺
が
旅
に
求
め
る
こ
と
は
、
た
だ
ひ
と
つ
。

た
だ
、
自
分
を
ぶ
っ
壊
し
て
み
た
い
だ
け
だ
。

写真・文 高橋歩
地球ギャラリー vol.81

地
の
果
て
か
ら
、
近
所
の
温
泉
ま
で
。

大
都
会
で
の
パ
レ
ー
ド
か
ら
、
大
自
然
で
の
キ
ャ
ン
プ
ま
で
。

楽
園
、
秘
境
、
絶
景
、
神
秘
、
刺
激
、
至
福
、
冒
険
、
驚
異
、
ロ
マ
ン 

…

癒
し
も
、
痛
み
も
、
無
人
島
も
、
砂
漠
も
、
平
和
も
、
出
家
も
、
エ
ロ
も
、
ナ
ウ
シ
カ
も 

…

難
し
い
こ
と
は
何
も
な
い
。

た
だ
、
自
分
の
心
に
搭
載
し
た
、
わ
く
わ
く
セ
ン
サ
ー
に
従
っ
て
、
世
界
へ
飛
び
出
そ
う
。

旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
出
逢
い
は
広
が
り
、
視
野
は
広
が
っ
て
い
く
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
。

好
き
な
こ
と
や
ん
な
い
で
、
何
や
ん
だ
よ
。

旅
を
続
け
よ
う
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地球ギャラリー vol.81

地球ギャラリー vol.81

旅
先
で
、
だ
ん
だ
ん
と
、
土
地
の
空
気
み
た
い
な
も
の
に
溶
け
て
く
る
と
、

日
本
の
普
段
の
生
活
で
、
知
ら
ぬ
間
に
創
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
膜
み
た
い
な
も
の
が
溶
け
て
な
く
な
っ
て
く
る
。

作
家
と
し
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
社
長
と
し
て 

…

父
親
と
し
て
、
夫
と
し
て 

…

そ
う
い
う
も
の
の
す
べ
て
が
薄
ら
い
で
き
て
、
た
だ
、
ひ
と
り
の
「
オ
レ
」
に
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
自
分
と
い
う
生
物
が
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
き
た
な
、
と
感
じ
た
頃
か
ら
。

も
う
一
度
、
オ
レ
の
真
ん
中
に
あ
る
核
だ
け
が
、
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

オ
レ
は
、
旅
と
い
う
も
の
に
、
そ
ん
な
に
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。

旅
が
人
生
を
変
え
る
と
か
、
旅
で
な
に
か
を
見
つ
け
る
と
か
、
大
げ
さ
に
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
こ
の
、
漂
う
よ
う
な
感
覚
が
好
き
な
ん
だ
な
、
き
っ
と
。

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

高橋歩 　
TAKAHASHI Ayumu
作家、カフェバー経営、出版社経営、
世界一周、自給自足ビレッジ主宰な
ど、世界中、様々な分野で活動する自
由人。著作の累計部数は200万部を
超え、英語圏諸国、韓国、台湾など、海
外でも広く出版されている。

高
橋 

歩  Takah
ash
i A
yu
m
u

作
家
、カ
フ
ェ
バ
ー
経
営
、出
版
社
経
営
、

世
界
一
周
、自
給
自
足
ビ
レ
ッ
ジ
主
宰
な

ど
、世
界
中
、様
々
な
分
野
で
活
動
す
る

自
由
人
。著
作
の
累
計
部
数
は
2
0
0
万

部
を
超
え
、英
語
圏
諸
国
、韓
国
、台
湾
な

ど
、海
外
で
も
広
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。



居
心
地
の
い
い
日
常
を
離
れ
、

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
流
れ
の
中
に
身
を
置
き
な
が
ら
、

自
分
の
中
に
眠
っ
て
い
る
、
新
し
い
扉
を
ガ
ン
ガ
ン
ノ
ッ
ク
し
て
み
た
い
。

さ
ぁ
、
今
回
は
、
ど
こ
に
流
れ
て
い
く
ん
だ
ろ
う
？

そ
の
好
奇
心
だ
け
が
、
俺
を
突
き
動
か
し
て
い
く
。

さ
ぁ
、
旅
が
始
ま
っ
た
。

い
つ
も
の
と
お
り
、
計
画
は
何
も
な
い
。

俺
が
旅
に
求
め
る
こ
と
は
、
た
だ
ひ
と
つ
。

た
だ
、
自
分
を
ぶ
っ
壊
し
て
み
た
い
だ
け
だ
。

写真・文 高橋歩
地球ギャラリー vol.81

地
の
果
て
か
ら
、
近
所
の
温
泉
ま
で
。

大
都
会
で
の
パ
レ
ー
ド
か
ら
、
大
自
然
で
の
キ
ャ
ン
プ
ま
で
。

楽
園
、
秘
境
、
絶
景
、
神
秘
、
刺
激
、
至
福
、
冒
険
、
驚
異
、
ロ
マ
ン 

…

癒
し
も
、
痛
み
も
、
無
人
島
も
、
砂
漠
も
、
平
和
も
、
出
家
も
、
エ
ロ
も
、
ナ
ウ
シ
カ
も 

…

難
し
い
こ
と
は
何
も
な
い
。

た
だ
、
自
分
の
心
に
搭
載
し
た
、
わ
く
わ
く
セ
ン
サ
ー
に
従
っ
て
、
世
界
へ
飛
び
出
そ
う
。

旅
を
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
出
逢
い
は
広
が
り
、
視
野
は
広
が
っ
て
い
く
。

た
っ
た
一
度
の
人
生
。

好
き
な
こ
と
や
ん
な
い
で
、
何
や
ん
だ
よ
。

旅
を
続
け
よ
う
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地球ギャラリー vol.81

地球ギャラリー vol.81

旅
先
で
、
だ
ん
だ
ん
と
、
土
地
の
空
気
み
た
い
な
も
の
に
溶
け
て
く
る
と
、

日
本
の
普
段
の
生
活
で
、
知
ら
ぬ
間
に
創
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
膜
み
た
い
な
も
の
が
溶
け
て
な
く
な
っ
て
く
る
。

作
家
と
し
て
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
社
長
と
し
て 
…

父
親
と
し
て
、
夫
と
し
て 

…

そ
う
い
う
も
の
の
す
べ
て
が
薄
ら
い
で
き
て
、
た
だ
、
ひ
と
り
の
「
オ
レ
」
に
な
っ
て
い
く
。

そ
し
て
、
自
分
と
い
う
生
物
が
、
む
き
出
し
に
な
っ
て
き
た
な
、
と
感
じ
た
頃
か
ら
。

も
う
一
度
、
オ
レ
の
真
ん
中
に
あ
る
核
だ
け
が
、
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

オ
レ
は
、
旅
と
い
う
も
の
に
、
そ
ん
な
に
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
。

旅
が
人
生
を
変
え
る
と
か
、
旅
で
な
に
か
を
見
つ
け
る
と
か
、
大
げ
さ
に
考
え
た
こ
と
も
な
い
。

た
だ
、
こ
の
、
漂
う
よ
う
な
感
覚
が
好
き
な
ん
だ
な
、
き
っ
と
。

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

地
球
は
広
い
。
人
生
は
短
い
。

遊
ば
ざ
る
も
の
、
働
く
べ
か
ら
ず
。

地
球
は
僕
ら
の
遊
び
場
だ
。

さ
ぁ
、
次
は
、
ど
こ
で
遊
ぼ
う
か
？

高橋歩 　
TAKAHASHI Ayumu
作家、カフェバー経営、出版社経営、
世界一周、自給自足ビレッジ主宰な
ど、世界中、様々な分野で活動する自
由人。著作の累計部数は200万部を
超え、英語圏諸国、韓国、台湾など、海
外でも広く出版されている。

高
橋 

歩  Takah
ash
i A
yu
m
u

作
家
、カ
フ
ェ
バ
ー
経
営
、出
版
社
経
営
、

世
界
一
周
、自
給
自
足
ビ
レ
ッ
ジ
主
宰
な

ど
、世
界
中
、様
々
な
分
野
で
活
動
す
る

自
由
人
。著
作
の
累
計
部
数
は
2
0
0
万

部
を
超
え
、英
語
圏
諸
国
、韓
国
、台
湾
な

ど
、海
外
で
も
広
く
出
版
さ
れ
て
い
る
。



　いろんな国に興味はあるけれど、自分で

行くには場所も時間も限られている。なら

ば、たった2時間半で行ける世界直行便は

どうだろう。

　「LunchTrip（ランチトリップ）」は、ランチ

を通して世界のさまざまな国の文化を知る

イベントだ。おいしい食事を楽しみながら、

その国をよく知る人に国の事情を聞き、ワ

ークショップを通して理解を深める。日本

という〝外の世界〟から見た美しいイメージ

だけではなく、現地出身者や滞在したこと

のある参加者を通じて、その国のありのま

まの姿を知ることができるのも魅力だ。

　LunchTripの創設者の一人、松澤亜美さ

んは、「アメリカ留学中、近所でターバンを

巻いていたシーク教徒の男性が、〝アメリカ

の敵であるイスラム教徒だ〟と決め付けら

れて殺害される事件がありました。イスラム

教徒だからといってアメリカの敵ではない

し、そもそも亡くなった方はイスラム教徒で

すらなかった。異文化を知らないことが生

んだ悲劇でした」と振り返る。その時に抱い

た疑問と、留学中に友人たちと語り合うた

めに開いた手巻き寿司パーティーの思い出

を組み合わせて、食を通じて楽しみながら

外国を知る旅というアイデアが生まれた。

　たった数時間のランチが、大きな旅立ち

のきっかけになることもある。「今まで知ら

なかった国が、とても身近で気になる国の

ひとつになりました」と語る中村千夏さん。

LunchTripへの参加がきっかけで、青年海

外協力隊に応募し、今年の秋からザンビア

に派遣される。世界のさまざまな問題につ

いて、自分にもできることはないかと考える

ようにもなったという。

　LunchTripでこれまでに旅した国は55カ

国。旅の舞台はレストランや各国大使館な

どが中心だ。開催地は東京（月１回）や大

阪（２カ月に1回）が多いが、静岡や福岡な

どの地方都市でも開催されている。今後の

開催予定は、ホームページやFacebook

ページ、ブログなどで確認できる。

　ほんの数時間で行ける身近な異文化体

験ツアー。気軽に〝搭乗〟してみてはいかが

だろうか。

「LunchTrip」で世界を好きになる

LunchTrip 
Facebookページ：
https://www.facebook.com/lunchtrip
ホームページ：http://www.lunch-trip.com/

おにぎりのようなこの料理。実はマレーシアの
国民食「ナシレマ」だ

大使館で開かれた
ミャンマー便には
安倍晋三首相夫
人の昭恵氏も

〝旅先〟の話を聞くのはもちろん、自分たちで理解を深められることが醍醐味

イラン大使館で開かれたLunch Trip。普段は遠いと思っている国が、たちまち近くなる

すぐそこにある
直行便

旅と食という楽しみを
異文化理解のきっかけに
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